
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

「第41回ＥＳＴ創発セミナーin小豆島〔四国〕」 

環境にやさしい小豆島の持続可能な公共交通再生への挑戦 

 

 

資料集 
 

 

 

 

 

 

日時：2022 年 6 月 17 日（金）13:30～16:30 

会場：オンライン開催（YouTubeLive で配信） 

主催：国土交通省四国運輸局、ＥＳＴ普及推進委員会、 
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

 



 
 

 

 

 



 
 

「第 41 回 ＥＳＴ創発セミナーin 小豆島〔四国〕」の開催にあたって 

 

第 10 回 EST 交通環境大賞において、小豆島地域公共交通協議会による「環境にやさしい

小豆島の持続可能な公共交通再生への挑戦」は大賞【国土交通大臣賞】を受賞しました。 

小豆島では、病院・高校等の公共施設の再編に合わせて、住民目線で路線バスの運賃改

定・路線再編等を実施し、行政（２町）・民間事業者、島民が一体となって公共交通の再生

を実現しました。生活基盤としての地域公共交通を「社会資本」と位置づけ、路線バス運

賃の上限値の大胆な見直しによりクルマからの転換を促したことに加え、GTFS-JP の整備

や定期券・フリー乗車券の減額も行うことで、通学等の地域住民だけではなく、観光客の

足の確保などに努めています。また、主なバス停では、駐輪場の整備をするとともに、シ

ェアサイクルとの連携や、バス停の時刻表の改善など使いやすいバス停の整備にも力を入

れています。 

本セミナーでは、講演で地域交通再生の方向性や意義について論じるとともに、意見交

換を通じて他地域での同様の課題に取り組む上での解決策や今後について考えます。 

 

 

【プログラム】 

１３：３０ 開会挨拶 国土交通省 四国運輸局 交通政策部長 久保 雅寛 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 理事長 大久保 仁 

１３：４０ 

 

 

 

講 演 １ 地域公共交通の社会的インパクトとこれからの移動 

大阪大学大学院 工学研究科 教授 土井 健司 

講 演 ２ 環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）とは？ 

－交通が地球環境に貢献できるようにするために－ 

名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 加藤 博和 

１５：００ 休  憩 

１５：１０ 

 

 

１５：３０ 

事例発表 小豆島における公共施設再編・地域交通再生の取組と課題 

土庄町 企画財政課 副主幹 三木 千代和 

土庄町 企画財政課 係長   山本 将大 

意見交換 環境にやさしい小豆島の持続可能な公共交通再生への挑戦 

（ﾊﾟﾈﾘｽﾄ）大阪大学大学院 工学研究科 教授 土井 健司 

名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 加藤 博和 

土庄町 企画財政課 副主幹 三木 千代和 

土庄町 企画財政課 係長   山本 将大 

国土交通省 四国運輸局 交通政策部長 久保 雅寛 

（司 会）公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 調査役 熊井 大 

１６：３０ 閉会 
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第41回EST創発セミナーin小豆島
（2022/06/17）

環境的に持続可能な交通
（ＥＳＴ）とは︖

-交通が地球環境に貢献できるようにするために-

第41回EST創発セミナーin小豆島
（2022/06/17）

環境的に持続可能な交通
（ＥＳＴ）とは︖

-交通が地球環境に貢献できるようにするために-

EST普及推進委員会委員長
名古屋大学大学院環境学研究科教授

加藤 博和
kato@genv.nagoya-u.ac.jp

http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm

環境的に

持続可能な

交通

︓Environmentally

︓Sustainable

︓Transport

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 1



「持続可能性」Sustainability
-将来も豊かであるために、今少し我慢すること-

環境持続性
（公害、CO2等）

社会持続性
（公平、安心安全）

経済持続性
（GDP、財政）

３要素（Triple 
Bottom Line）
のバランスが重要

20世紀：経済、次に社会を優先。環境が置き去りに
21世紀：「環境の世紀」・・・環境制約下での発展

ただし、ビジネスモデル（経済）と合意形成（社会）が必要
生活レベルを下げる政策は実行不可能

低炭素で生態系
を傷つけず

だれにとっても
安心安全で

快適かつ
豊かな

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 2

最近よく聞くSDGs
その「S」も「持続可能性」

この17の目標（Goals）下に、169のターゲット（Targets）がある
名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 3



SDGsに取り組んでいる自治体なら、当然、この項目も
しっかり確認して、達成のための施策を実施していますよね！

11.2
2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性
、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮
し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の
安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安
価で容易に利用できる、持続可能な輸送シス
テムへのアクセスを提供する。

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 4

気候変動の緩和・適応は
これからの社会にとって

当然の義務
13.1 全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能
力を強化する。
13.2 気候変動対策を国別の政策、戦略及び計画に盛り込む。
13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能
を改善する。
13.a 重要な緩和行動の実施とその実施における透明性確保に関する開発途上国のニーズに対応
するため、2020年までにあらゆる供給源から年間1,000億ドルを共同で動員するという、
UNFCCCの先進締約国によるコミットメントを実施するとともに、可能な限り速やかに資本を投入
して緑の気候基金を本格始動させる。
13.b 後発開発途上国及び小島嶼開発途上国において、女性や青年、地方及び社会的に疎外され
たコミュニティに焦点を当てることを含め、気候変動関連の効果的な計画策定と管理のための能力
を向上するメカニズムを推進する。

（参考）
11.b 2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱さ（レジリエン
ス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、
仙台防災枠組2015-2030に沿って、あらゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施
を行う。

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 5



2019年度
（環境省HP）

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 6

ESTとは︖

• 「交通に伴う様々な環境負荷を減らすことで、持続可
能な社会を築く一助となること」（OECDが1990年
代後半に提唱）

– 環境負荷を目標値以下にすることを条件とする

• そのために何が必要か？

– 環境負荷を減らすことは、自動車技術向上だけでは足りな
いと予測

– 技術向上だけで補えない部分を、交通活動の変更でカバー
する（クルマを「かしこく」「ほどほどに」使う）

→ 人間の行動を変えないと持続可能にならない

Environmentally Sustainable Transport
環境的に持続可能な交通

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 7



SDGsはまさにESTの発展形
トップダウン（上から下へ）・アウトカム（
結果）思考で考える
• SDGsは17の目標と、その下の

169のターゲットからなる→1.基準
• これらを2030年までに達成するこ

とを世界中の国が約束
• そのためにどんな施策が必要かを考

える→2.バックキャスティング
• 先に施策があるなら、それがSDGs

のどのターゲットに貢献できるかを
チェックし、意識する

• お手本があるなら参考にする→3.ベ
ストプラクティス

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 8

ESTその１「EST基準」
-温暖化だけじゃない︕-

定義：公共衛生や環境システムに害を及ぼさない交通システム
（a）再生速度を上回らない速度で、再利用可能な資源が活用可能
（b）再利用が不可能な資源であっても、代替し得る再利用資源の

開発の速度を上回らない速度で活用可能

基準 CO2 1990年から50～80％削減

PM 1990年から55～99％削減が望ましい

NOX 1990年から90％削減

騒音 騒音レベル昼間55db、夜間45db以下

VOCs 1990年から90％削減

土地利用 1990年と比較し、緑地の修復・拡張

• あくまで1990年代の基準
• いまはパリ協定やSDGsなど新たな基準を意識すべき

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 9



「カーボン
ニュートラル」

「温室効果ガスの排出
を全体としてゼロにす
る」
（CO2等の温室効果ガ
スの排出量から、森林
などによる吸収量を差
し引いた量をゼロに）

2050年までにこれを
実現、脱炭素社会を目
指すと菅首相が宣言

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 10

BAU
(Business
As Usual)

基準年 目標年（2050年）

削減目標
(- 80%)

低炭素社会
ビジョン

排出量

鉄道・BRT整備

公共交通指向型
開発（TOD）

貨物鉄道輸送

低排出車普及

ス ト
グリッド
スマート
グリッド

郊外から撤退

燃料・炭素税

低排出車普及

AVOID

SHIFT

IMPROVE

ESTその２「バックキャスティング」

← roadmap→

バックキャスティング(backcasting)

「目標を達成するために何をしなければならないか」
という発想（大学受験がいい例）

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 11



ESTその３「ベストプラクティス」

目標を達成するためには・・・
お手本があるとやりやすい
→お手本となるような地域を探し出し、そこを広くみ

なさんに知ってもらう。その１つの方法が「表彰」

EST普及推進委員会が選んでいるのが

「EST交通環境大賞」

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 12

EST実現のための技術施策と交通施策

技術

・モーダルシフト

・車利用の削減

など

・燃料・車両改善

・道路交通情報化

など

CO2削減量

全国でほぼ一律 地域により異なる

目標削減量

EST 1 EST 2

交通

地域（自治体・住民）の取組が重要国・メーカーの取組が重要

技術施策(EST1)
だけで乗り越えられ

れば、交通施策
(EST2)は不要

→まず技術革新トレ
ンド（EST1）を予測

→もし足りない見込
みであれば、必要な
交通施策(EST2)を
地域別に見積もる

EST 1 + EST 2
= EST 3

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 13



⾞両・燃料技術(EST1)の動向

• 運輸部門CO2は2002年以降減少傾向

– 自動車の燃費改善が主因。ガソリン乗用車の燃費は
2005～16年で販売ベース57%、保有ベース
23%向上

– 省エネ法・自動車関連税グリーン化を受けた自動車
メーカーの努力の結果

• 改善傾向は2010年代に一服

– 技術革新が一段落

– 2030年頃まで、より大幅な削減をもたらす技術
（カーボンフリー燃料電池など）の普及は考えにくい

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 14

• 旅客輸送増加の寄与が大きい
– 1990～2005年：貨物4.7%減、旅客39.7%増、自家用乗用車

48.0%増

• 今後も自動車利用の増加は続く・・・
– 乗用車走行台キロは、2004年以降減少傾向に転じているが・・・

– 高齢者に自動車利用可能層が増加

– 都市域の郊外展開と公共交通の衰退止まらず

→ 自動車保有の飽和と人口減少が顕著となる

2020年代までは明確な減少傾向には至らない？

• 交通政策によるCO2削減の取り組みは進んでいない
– 道路整備やITS導入等による自動車旅行速度改善は進むが、統計に現

れるほどの効果はない

– 自動車の代替輸送機関である鉄道・乗合バスの輸送人キロは2000年
代に入って横ばい。転換は進んでいない

交通需要(EST2)の動向

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 15



LRT・BRT導入による
CO2削減効果の簡易推計に

ついての留意点

2019.4.3

EST普及推進委員会委員長 加藤博和

http://www.estfukyu.jp/pdf/2019kotsukankyotaisho/co220190403.pdf

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 18

戦 略

交通需要
の減少

車利用の
削減

代替交通
手段の改善

道路網の
改善

車両改善

手

段

技術：
インフラスト
ラクチャー
車両・燃料

公共交通指
向型開発
（TOD）
職住近接

歩行者・自転
車道路
歩車共存道路

鉄道
LRT・BRT
自転車・徒歩
新モビリティ

新規道路
新規駐車設備

低燃費車
代替燃料車

規制：
管理
制御
サービス

土地利用規
制
郊外化規制

都心部乗り入
れ制限
駐車制限
交通静穏化

軌道・バス優
先方策
公共交通
サービス改善

整流化のため
の通行規制

燃費基準
燃料質に関す
る規制

情報：
助言
啓発
通信

テレワーキン
グ

意識キャン
ペーン

リアルタイム
公共交通情
報提供システ
ム

カーナビゲー
ション
安全広告
交通情報提供

エコ意識

経済：
プライシング
課税

土地税 ロードプライ
シング
駐車料金
自動車関連税

運賃政策 ロードプライ
シング

自動車関連税

交通起源環境負荷削減のための施策の整理
（中村・林・宮本編「都市交通と環境－課題と政策－」の表に加筆）

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

エコ
ドラ
イブ

脱自動車依存型
（＝脱炭素）

地域・交通システム

対応できる交通システムとライフスタイルが
なければモビリティ（＝QOL）を

低下させてしまう

ITS

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 19



乗⽤⾞と乗合交通で
CO2排出量はどれくらい違うか︖

車両走行に伴う
人キロあたり
CO2排出量
（2019年、
全国平均）

鉄道

バス

自家用
乗用車

g-CO2/人キロ

• 個人が自動車から乗合交通に乗り換える場合はこの値でよい
• しかし、転換してもらうために本数や路線を増やす（供給を変

える）場合、この値は変化する
• 逆効果の場合も（建設時排出卓越、ガラガラ）

→ たくさん乗り合うことではじめて効果が現れる

国土交通省資料

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 20

「環境に配慮」ってけっこう奥が深い︕
環境問題にもいろいろある

→ CO2だけでない
→ 再生不可能資源・エネルギー消費、大気汚染、

土地改変（フットプリント）、廃棄物なども重要

まず、環境負荷を評価し公表することを習慣づける
→ 科学的根拠なく「地球にやさしい」とは言ってはいけない

つくるときに前もって工夫することで、後で減らせる
→ 環境負荷削減のための新技術はえてして

その製造・建設自体の環境負荷が大きい
e.g. メンテナンスフリー橋、ハイブリッド車

つくるときに出しても、使う人たちが減らせることもある
→ 利用状況によって左右されることに注意

e.g. 公共交通整備による自動車交通量削減

こういった様々な要素を合わせて評価する
ことが重要 → 「ライフサイクル思考」
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低炭素で魅⼒的な都市・交通システム
実現のための⻑期的な循環

＜都市計画マスタープラン＞
公共交通を有効に機能させうるコンパクト化

公共交通指向型ゾーニング・施設再配置

＜都市計画マスタープラン＞
公共交通を有効に機能させうるコンパクト化

公共交通指向型ゾーニング・施設再配置

＜交通戦略＞
コンパクト化を誘導しうる交通システム

公共交通・非動力交通の充実

＜交通戦略＞
コンパクト化を誘導しうる交通システム

公共交通・非動力交通の充実

ライフスタイ
ルも変化

これをやりとげるためには大変なエネルギーが必要だが・・・
30年計画で頑張ればよい（その間に建物は半分建て替わる）

名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 22

まとめ
〜EST実践のキーワード〜

• 温室効果ガスが出せない時代（化石燃料が使えない）

• 都市・地域内旅客の重要性（対策の余地多い）

• 長期戦（一夜漬けではダメ、じわじわと変えていく）

• 環境負荷の「見える化」（ライフサイクル思考）

• ストックとなる施策を核に（幹線・結節点整備）

• 乗合・相乗り・混載（低費用・高利便・低炭素を同時実現）

• まちづくり・ひとづくりとの連携（人を変える：環境教
育・モビリティマネジメント、まちを変える：コンパクト
化）

• 総力戦（しくみを変える：縦割りではダメ）
名古屋大学 加藤博和 2022/06/17 23



【EST交通環境⼤賞 国⼟交通⼤⾂賞】
⼩⾖島地域公共交通協議会

「環境にやさしい⼩⾖島の
持続可能な公共交通再⽣への挑戦」

（授賞理由）

• 離島独自の総合的な交通体系が構築されており、超小型モビ
リティやシェアサイクル等の環境負荷の少ない交通手段を導入
し、観光客や住民に普及を図っている。路線バスの維持存続に
向けて、島の新たな拠点（新病院・新高校等）の整備に合わせて
、行政、民間事業者、島民による出資や運賃改定、路線再編等
を実施し、通勤通学を狙った利用定着を図り、使いやすいバス
停を整備したこと等に伴い、大幅に利用者が増加した点を高く
評価した。

• 小豆島での取組は、離島交通での環境配慮のあり方や路線バ
スの維持存続に向けて、全国の離島や地域の足を考える方々
の参考となることから、大賞を授賞することとした。

EST交通 検索

http://www.estfukyu.jp/
Twitter: @officeEST
MailMagazine: http://www.estfukyu.jp/mailmagazine.html

Environmentally Sustainable Transport
環境的に持続可能な交通

みなさんも始めてみませんか︖
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EST の普及を図るため、EST 普及推進委員会事務局では、毎月『ＥＳＴメールマガジン』

を発行し、寄稿、交通と環境に関連したニュース・トピック、イベント情報などを掲載して

います。 

詳しくは、下記 URL をご覧いただくか、「EST ポータルサイト」で検索してください。 

 

EST メールマガジン 

http://www.estfukyu.jp/mailmagazine.html 
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